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保健医療福祉システムの中で、多職種連携を図り、看護の機能と看護職者の役割を理解し、調整機能を果たすための基礎
的能力を身につける。

・到達目標(SBO)

1. 看護に必要な栄養と代謝について説明できる。
・保健・医療ならびに看護ケアにおける栄養学の重要性について説明できる。
・各栄養素の種類とはたらき、消化・吸収・体内代謝について説明できる。
・エネルギー代謝の過程、Atwater指数、呼吸商について説明できる。
・「日本人の食事摂取基準」の策定方針、設定指標、食品群について説明できる。
2. 栄養ケア・マネジメント、チーム医療における看護師の役割について概説できる。
・チーム医療、保健医療福祉チーム員の機能と専門性、チーム医療の中での看護の役割について説明できる。
・チーム医療の中での、相互の尊重・連携・協働について説明できる。
3. 栄養アセスメントの意義、評価・判定法について説明できる。
・重篤な状態にある患者の全身状態を査定（Assessment)する方法について説明できる。
・慢性的な健康課題を有する患者の全身状態を査定(Assessment)する方法について説明できる。
4. 各ライフステージと栄養との関わり、問題点について概説できる。
・人間のライフサイクルと発達について説明できる。
・健康・不健康の連続性を踏まえて、健康を総合的に捉え説明できる。
・妊娠・分娩・産褥の生理、胎児・新生児・乳幼児の生理について説明できる。
・新生児・乳幼児と家族の健康課題について理解し、健康の保持増進、疾病予防のために必要な看護援助方法について説明できる。
・児童期・学童期・思春期の健康課題について理解し、健康の保持増進、疾病予防のために必要な看護援助方法について説明できる。
・成人期の健康課題について理解し、健康の保持増進、疾病予防のために必要な看護援助方法について説明できる。
・加齢に伴う健康課題について理解し、健康の保持増進、疾病予防のために必要な看護援助方法について説明できる。
5. 栄養補給法の種類（静脈・経腸栄養）と選択、合併症について説明できる。
・日常生活援助の基本技術（食事、睡眠、排泄、活動、清潔)を理解し実施できる。
6. 主な疾患・病態における治療方針を理解し、栄養食事療法の意義について説明できる。
・主要な疾病の病状、病因、病態、治療、予後について説明できる。
・重篤な状態にある患者の疾患・病態・症状について説明できる。
・重篤な状態にある患者に対する治療法について説明できる。
・主要な慢性疾患の病態とその合併症について説明できる。
・慢性的な健康課題を有する患者への治療と効果について説明できる。

医療人としての全人的人間性をもち、豊かな教養を身につけ、常に自分を振り返る、謙虚な態度を持つ。

看護の専門職性及び看護の発展に貢献できる基礎的能力を持つ。

看護職者として、さまざまな健康上の課題に気づき、課題に応じて、創造的に看護を実践できる基本的な知識と技術を身につ
ける。

・学修方針(講義概要等)

本科目では、生化学、病理学概論で修得した知識を踏まえ、栄養素の種類とはたらき、体内代謝を学修するとともに、各ライフステージ
における栄養に関わる問題、疾病と病態に応じた栄養療法について学ぶことにより、看護ケアにおける栄養の重要性について理解を深め
る。また、近年の医療現場では、看護師としての専門性を活かしながら多職種協働のチーム医療の中でトータルな視点で患者と関わっ
ていくことが求められていることから、栄養ケア・マネジメントの概要や評価について解説し、栄養サポートチーム（NST）の中で看護職が果
たす役割についても学修する。

・教育成果(アウトカム)

看護ケアにおける栄養の重要性を理解するとともに、疾病・病態に応じた食事栄養療法の基本的な知識の修得を通して、栄養ケアシス
テムが有効に機能するように調整・統合化できる看護職への導入基盤が形成される。

【学位授与方針と当該授業科目との関連】

本科目は、本学部の以下のディプロマ・ポリシーに関連する。

責任者・コーディネーター 看護専門基礎講座　遠藤　龍人　教授

担当講座・学科(分野) 看護専門基礎講座

対象学年
区分/単位数 講義/1単位

期間



会場：

月日
曜日
時限

9/10
水
3限

9/11
木
4限

9/25
木
3限

10/1
水
3限

10/22
水
3限

【授業内容】栄養素の種類とはたらき・吸収・体内代謝２（ビタミン・ミネラル）、エネルギー代謝
・ビタミンの種類と生理作用、欠乏・過剰症の概要を説明できる。
・主なミネラルの種類と生理作用、欠乏・過剰症の概要を説明できる。
・食物繊維の分類とはたらきを説明できる。
・三大栄養素のエネルギー代謝の過程、Atwater指数、呼吸商について説明できる。
・エネルギー代謝の評価法と種類について説明できる。
教科書：p27-42、p197-198、p78-92
【関連する到達目標(SBO)】１
【事前学修：90分】生化学で履修した生体のエネルギー、ビタミンに関する内容を復習する。
【事後学修：90分】ビタミン欠乏・過剰症とエネルギー代謝についてまとめる。

看護専門基礎講座
遠藤　龍人　教授

【授業内容】日本人の食事摂取基準、ライフステージと栄養
・「日本人の食事摂取基準」の策定方針、設定指標、食品群の概要について説明できる。
・各ライフステージと栄養との関わり、問題点について概説できる。
教科書：p94-118、p150-180
【関連する到達目標(SBO)】１、４
【事前学修：90分】日本人の食事摂取基準について、指定した教科書のページを事前に読み、
要点をまとめる。
【事後学修：90分】各ライフステージにおける栄養学的な特徴についてまとめる。

看護専門基礎講座
遠藤　龍人　教授

【授業内容】栄養ケア・マネジメント、栄養アセスメント
・栄養ケア・マネジメントの意義と構造について説明できる。
・栄養アセスメントの目的と方法（主観的包括的評価、客観的データアセスメント）について説明
できる。
・蛋白質・エネルギー低栄養の病態と分類を説明できる。
教科書：p120-147、p196
【関連する到達目標(SBO)】２、３
【事前学修：90分】栄養ケア・マネジメントについて、指定した教科書のページを事前に読み、要
点をまとめる。
【事後学修：90分】栄養アセスメントの目的と方法についてまとめる。

看護専門基礎講座
遠藤　龍人　教授

授業内容/到達目標 担当教員

【授業内容】看護と栄養ケア（イントロダクション、チーム医療）
・保健・医療ならびに看護ケアにおける栄養の重要性を理解できる。
・栄養ケアやチーム医療（栄養サポートチーム）における看護師の役割について説明できる。
教科書：p2-15、p74-76
【関連する到達目標(SBO)】１、２
【事前学修：90分】看護と栄養との関わりについて、指定した教科書のページを事前に読み、要
点をまとめる。
【事後学修：90分】栄養ケアと栄養サポートチームにおける看護師の役割についてまとめる。

看護専門基礎講座
遠藤　龍人　教授

【授業内容】栄養素の種類とはたらき・吸収・体内代謝１（糖質・脂質・蛋白質）
・糖質・脂質・蛋白質の各々の種類とはたらきを説明できる。
・窒素出納について説明できる。
・糖質・脂質・蛋白質の消化・吸収過程の概要を理解できる。
・栄養素の代謝や解毒作用における肝臓の役割を説明できる。
・代謝産物の排泄機構の概要を理解できる。
教科書：p18-27、p46-73
【関連する到達目標(SBO)】１
【事前学修：90分】基礎生理学で履修した栄養の消化と吸収に関する内容を復習する。
・生化学で履修した糖質・脂質・蛋白質代謝に関する内容を復習する。
【事後学修：90分】栄養代謝における肝臓の役割、代謝産物の排泄機構についてまとめる。

看護専門基礎講座
遠藤　龍人　教授

・授業日程
【講義】 西1-A講義室



11/5
水
4限

11/26
水
4限

11/27
木
5限

著者名 発行所 発行年

教 中村丁次 医学書院 2025

参 中村丁次 医学書院 2025

参 田地陽一 羊土社 2024

参 關戸啓子 メディカ出版 2024

使用区分 台数

講義 1

講義 1書画カメラ 講義用資料投影

大学病院等における医師の実務経験を有する教員が、専門領域に関する実践的な教育を事例を交えて行う。

・授業に使用する機器・器具と使用目的

機器・器具の名称 使用目的

プロジェクター 講義用スライド投影

【その他】

1. 各回の授業の中で教員とのディスカッションの機会を設ける。
2. 事前・事後学修においては、基礎解剖学や基礎生理学で学修した内容を復習すること。e-Nurse Trainer（電子教育ソリューション
サービス：本学図書館を経由して接続）教材「機能障害からみたからだのメカニズム」を用いた学修を推奨する。

【保健師助産師看護師学校養成所指定規則教育内容】

看護師（別表3）：専門基礎分野　人体の構造と機能

【実務家教員担当授業の有無、実務家教員の実務経験の内容及び授業との関連】

当該科目に関連する実務経験の有無　　有/医師

ナーシング・グラフィカ　疾病の成り立ちと回復の促進④　臨床栄養学 第6版

・成績評価方法

【総括的評価】定期試験で行われる筆記試験(多肢選択客観試験)100%にて到達度を判定する。
【形成的評価】スライドを使った問題提示やWebClassに掲載する演習問題等を通して、学修状況、講義の理解度を確認する。

・特記事項・その他

【授業における試験やレポート等の課題に対するフィードバック】

1.授業中のスライド提示問題については、その場で問題解説を行い知識の整理に役立てる。
2. WebClassに掲載した演習問題については解説等を公開することにより、知識の定着と理解の促進を図る。

・教科書・参考書等 教：教科書　　　参：参考書　　　推：推薦図書

書籍名

系統看護学講座　専門基礎分野　人体の構造と機能 [3] 栄養学 第14版　eテキスト

系統看護学講座（別巻）栄養食事療法 第5版

基礎栄養学　第5版(栄養科学イラストレイテッド)

【授業内容】臨床栄養１（栄養補給法の種類と選択、消化管疾患）
・栄養補給法の種類（静脈・経腸栄養）と選択の基準、合併症について説明できる。
・経腸栄養剤の種類と特徴を説明できる。
・主な消化管疾患における食事療法の概要と留意点を説明できる。
教科書：p188-195、p202-204
【関連する到達目標(SBO)】５、６
【事前学修：90分】栄養補給法について、指定した教科書のページを事前に読み、要点をまと
める。
【事後学修：90分】経腸栄養と静脈栄養の長所と短所、経腸栄養を優先する理由をまとめる。

看護専門基礎講座
遠藤　龍人　教授

【授業内容】臨床栄養2（内分泌・代謝疾患）
・肥満、糖尿病、脂質異常症における食事療法の要点を説明できる。
教科書：p198-199、p207-210
【関連する到達目標(SBO)】４、６
【事前学修：90分】指定した教科書のページを事前に読み、要点をまとめる。
【事後学修：90分】肥満症、糖尿病、脂質異常症の診断と食事療法についてまとめる。

看護専門基礎講座
遠藤　龍人　教授

【授業内容】臨床栄養３（肝臓・腎臓疾患）
・慢性肝疾患（肝硬変）における食事療法の要点と留意点を説明できる。
・慢性腎臓病における食事療法の要点と留意点を説明できる。
教科書：p205-206、p210-212
【関連する到達目標(SBO)】６
【事前学修：90分】基礎生理学で履修した肝臓の機能、腎臓による尿生成に関する内容を復
習する。
【事後学修：390分】（90分）肝硬変における栄養食事療法と分岐鎖アミノ酸の役割、慢性腎臓
病における栄養食事療法についてまとめる。（300分）定期試験対策学修

看護専門基礎講座
遠藤　龍人　教授


